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AMD EPYC™ CPUで、 
The Media Team社が
ウェブ・サーバーを
強化
スループットが10.2倍、 
レイテンシーが96％改善

The Media Teamは、1998年以来、独立した技
術ニュースやレビューを専門とするWebサイ
トを次々と公開してきました。このような
継続的な成長により、同社の ITインフラスト
ラクチャーは増加するトラフィックをサポー
トするために大きな負担となり、その結果、 
ピーク時のサーバーの応答速度が遅くなって
いました。The Media Teamは、新しいWebサイ
トがポートフォリオに追加されるたびに、定
期的にインフラをアップグレードしていまし
たが、需要の増加に対応するためには、根本
的に新しいサーバーソリューションが必要でし
た。AMD EPYC CPUは、同社の現在そして継続的
な目標を達成するために必要なパフォーマンス
と機能を提供しました。
AMD EPYC プロセッサーの選択
「当初のインフラは、デュアルソケットの
Intel Xeon E5520サーバー・テク
ノロジーをベースに、合計8コ
ア、96GBのRAMを搭載してい
ました」とThe Media Teamの創
設者であるDavid Ross氏は説明
しています。これは、増加する
トラフィックに対処するために
アップグレードされていました
が、我々が必要とするパフォー
マンスを発揮していませんでし
た。「プロセッサーの使用率が
急速にピークに達すると、需
要の高いWebサービスでは大幅な遅延が発生し
ていました。メモリーの帯域幅が不足していた
ため、大規模なコンテンツのデータベース要求
では、負荷がメインメモリーを超えてデータが
低速なストレージにスワップされることで、特
にパフォーマンスが低下していました」。これ
は、現行のIntel Xeon E5520 CPUがサポートする
PCI Express 2.0がボトルネックとなっており、4倍
の帯域幅を実現する最新のPCI Express® 4.0接続を
サポートしていないことが明確な原因でした。
また、Intelのサーバー・テクノロジーは、エネ
ルギー効率に限界があり、同じサーバー技術や
フォームファクターでは、わずかなアップグ
レードしかできないという問題もありました。
「Intel CPUを12コアのモデルにアップグレード
し、メモリーを2倍にすれば、Webサイトを提供
する際のレイテンシーを減らしながら、1秒あた
りのリクエスト数を向上させることができまし
た」とRoss氏は話します。「しかし、その改善
策は限定的なものでした。

つまり、既存のサーバー・プラットフォームで
は、増加するWebサイトのポートフォリオの要
求に応じて、今後さらにサーバー・インフラス
トラクチャーが増大することに対応できなかっ
たのです。」
The Media Teamは、1秒あたりのリクエスト数が
既存のプラットフォームの10倍になっても対応
できるプラットフォームが必要だと試算してい
ました。Ross氏は、「これにより、弊社のWeb
サイトの1つが製品発表会やその他の人気のある
話題を取り上げているときなど、トラフィック
が多い状況下でも、サイト表示のレイテンシー
が大幅に軽減されるだろう」と話しています。
同社は、サーバーとアプリケーションをクラウ
ド型プロバイダーに移植することを検討してい
ました。これには、需要の増加に応じて拡張で
きるというメリットがあったのです。もう1つの

選択肢は、サーバーは社内に
残したまま、パフォーマンス
やアップグレードの可能性、
プラットフォームの総合的な
アドバンテージを備えた、よ
り拡張性の高い新しいサー 
バー・プラットフォームに切
り替えることでした。「新し
いサーバー・プラットフォー
ムは、既存のプラットフォー
ムに比べて、より柔軟な展開
や仮想化の改善に加え、総

保有コストの削減や生産性の向上を実現するこ
とができます」とRoss氏は続けます。しかし、
クラウドソリューションと比較してアドバン 
テージを維持するためには、新しいサーバー・
プラットフォームがより良い価値を提供する必
要があります。
そこでThe Media Teamは、 IntelとAMDのプロ 
セッサーを搭載したサーバーソリューションの
選択肢を検討しました。Ross氏は、「AMDを搭
載したプラットフォームが、特に仮想化インス
タンスのパフォーマンスや、プラットフォーム
レベルの機能において、リードしていることは
明らかでした」と説明しています。「また、
将来のアップグレード性や総保有コストの面で
も、Intel Xeonの代替製品よりも優れていまし
た。」 その結果、The Media Teamはデュアルソ
ケットのAMD第2世代 EPYC 7662を搭載したサー
バーの実装を選択し、合計128コア、512GBのメイ
ンメモリーを搭載しました。

「AMD EPYC CPUの可能性
を最大限に引き出すこと

で、The Media Teamは 
10.2倍のスループットと 

96%のレイテンシー削減を 
実現しました。」

デビッド・ロス（David Ross）
氏、The Media Team創設者
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10倍のリクエストを30倍の低レイテンシーで処理
The Media Teamの選択は、パフォーマンスだけではありません。 
「AMD EPYCプラットフォームのバランスのとれた機能は、接続性、スト 
レージ、メモリーのサイズが十分であることに加え、Intelの代替製品と比
較してメモリーが高速であることも、我々にとって理想的でした」とRoss
氏は言います。また、AMDプラットフォームのセキュリティー機能が追加
されたことも大きなメリットでした。The Media Teamは仮想化環境を運用
しているため、AMDのSecure Encrypted Virtualizationがプロセッサーのハード 
ウェア・レベルで動作するという事実は、各仮想マシンが透過的な暗号化
レイヤーによって他のマシンから分離されているという安心感を得ること
ができました。
「1台のサーバーで複数のWebサイトを運営している弊社にとって、セキュ
リティーは特に重要です。このように分離しておくことで、1つの問題が
他に影響を与えないようにすることができます」とRoss氏は
続けます。また、他の分野でもセキュリティーのテクノロ 
ジーをリードしているAMDは、すべてのEPYC プロセッサー
に内蔵されているAMD Secure Processorによって、旧来のハー
ドウェア・プラットフォームの脆弱性となりうるデータの機
密性と完全性の保護にも貢献しています。
The Media Teamは、新しいプラットフォームのパフォーマン
スを古いプラットフォームと比較して評価し、非常に安心で
きる結果を得ることができました。テストにはApacheBench
を使用し、64コア、128GBのメモリーを搭載した同一ネッ
トワーク上の仮想マシンでサイト表示したときのホーム 
ペ ー ジ の リ ク エ ス ト ・ ス ル ー プ ッ ト と ア ク
セ ス ・ レ イ テ ン シ ー を 記 録 し ま し た 。 テ ス
ト し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 4 G B の メ モ リ ー を 使 用 し て 実
行 、 T h e  M e d i a  Te a m の 独 自 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で は 2 コ ア 、 
AMD EPYC CPUを搭載した新しいプラットフォームでは1～8コアが使用さ
れ、公平なアプローチでテストされています。これにより、ApacheBenchで
は同時実行数64で10,000のリクエストが発生しました。

「AMD EPYC サーバーは、我々のニーズに必要なすべての指標にお
いて優れていました。また、同時にハードウェアの複雑さを 

軽減し、今後さらにサーバーインフラの需要が増加した場合も想定
可能な将来性を提供してくれました」。  

デビッド・ロス（David Ross）氏、The Media Team創設者

Ross氏は、「同一の2つのコアを使用した場合、新しいAMD EPYCプラット
フォームは、我々のCranble WebサイトのIntel Xeonプラットフォームと比
較して、1秒あたり2.78倍のリクエストを処理することができました」と話
します。「これを見ると、コアあたりの速度が格段に速いことがわかりま
す。それだけでなく、AMD EPYCプラットフォームで仮想マシンのコア数を
8個に増やしたところ、リクエスト・パフォーマンスは10倍になり、成長の
余地が十分にあることがわかりました」。

The Media Teamはレイテンシーのテストも行いました。その結果、独自の
Intel製プラットフォームでは15秒だったレイテンシーが、AMD EPYC プロ 
セッサーではいずれも2つのコアを使用して1.5秒にまで低下しました。
さらに、AMD EPYC CPUの8コアを使用した場合には、0.5秒にまで短縮され
ました。「同等のハードウェアと比較して、10分の1の時間でページを表示
できるようになり、スループットが3倍向上しました」と述べています。

低消費電力と成長の余地
「AMD EPYC CPUの潜在能力を最大限に発揮させたところ、スループット
が10.2倍、レイテンシーが96%削減され、同時に8Uのラックスペースを2U
にまで縮小することができました」とRoss氏は話しています。
 The Media Teamの試算によると、AMD EPYC プロセッサー搭載のサーバー
は、当初は同様の仕様のクラウドベースの提供に比べて高価であるもの

の、3年間の運用で最終的に4倍もコストを抑えることがで
きるとのことです。デュアルプロセッサーのIntel Xeonを搭
載した新しいサーバーは、購入当初の価格は高く、パフォー
マンスとアップグレードが限定的で、彼らが必要としていた
スケーラブルなソリューションを提供することはできません
でした。
また、The Media Teamはワットあたりのパフォーマンステ
ストも実施しました。Ross氏は、「AMD EPYCを搭載した新
しいサーバーは、これまで使用していたIntel Xeonベースの 
サーバーに比べて 7.5倍の電力効率を実現しました」
と語ります。さらに、AMD EPYC プロセッサーが 128の
PCI Express 4.0レーンに対応することで、ストレージの管理

性、冗長性、パフォーマンスが向上しています。Ross氏は、「このPCIe 
レーンにより、高速なNVMe™ストレージデバイスをRAIDで使用してデータ
保護をすることができました。また、PCI Express 4.0による高速なストレー
ジ・コントローラーを最大限に活用することで、必要に応じて容量を拡張
する余裕もありました」と語ります。
The Media Teamは総合的に判断して、AMD EPYC CPUを搭載したプラット
フォームは、Intel Xeon CPUを搭載したサーバーやクラウドベースの代
替製品と比較して、優れたパフォーマンスと一貫したアップグレード
パス、そして優れた総保有コストを兼ね備えていることを確認しまし
た。The Media Teamのようなビジネスにとって、大規模なインフラストラ
クチャーへの投資は、低コストでありながら長期的な運用が可能で、管
理しやすいパッケージである必要があります。「AMD EPYC サーバーは、 
我々のニーズに必要なすべての指標において優れていました。また、同時
にハードウェアの複雑さを軽減し、今後さらにサーバーインフラの需要が
増加した場合も想定可能な将来性を提供してくれました」と、Ross氏は結
論づけています。

「AMD EPYCを搭載した
新しいサーバーは、 

これまで使用していた 
Intel Xeonベース 

のサーバーに比べて 
7.5倍の電力効率を実現し

ました。」
デビッド・ロス 

（David Ross）氏、 
The Media Team創設者

AMD EPYC™ プロセッサーがどのように 
役立つのか知りたいですか？
サインアップして、弊社のデータセン 
ター・コンテンツをご覧ください。 
amd.com/epycsignup

The Media Teamについて
The Media Teamは、瞬く間に世界有数の総合メディアグループに成 
長しました。革新的なデジタル・クリエイティブ・ソリューション、
ディープ・データ、魅力的なコンテンツを駆使して、The Media Team
はクライアントのストーリーが望むインパクトのあるキャンペーンを
考案しています。グループ内には、世界的に有名なブランドがありま
す。これらのブランドは、情報に精通したコンシューマーやアーリー
アダプターの素晴らしいデータベースを持っており、彼らは権威ある論
説や最新のニュースを頼りに、十分な情報に基づいた意思決定で購入
をしています。The Media Teamは、クライアントの目標を理解し、ター 
ゲット・オーディエンスの心に響く統合されたキャンペーンやコンテ
ンツを作成し、製品に命を吹き込み、世界中で実績を上げています。
詳細は、themediateam.net をご覧ください。

AMDについて
AMDは50年にわたり、ゲーム、没入型プラットフォーム、データセン 
ターの構成要素となるハイパフォーマンス・コンピューティング、グラ
フィックス、ビジュアライゼーション・テクノロジーの革新を推進して
きました。世界中の何億人ものコンシューマー、フォーチュン500にリ
ストされるトップ企業、最先端の科学研究施設が、生活、仕事、遊び方
を改善するために、AMDのテクノロジーを日々利用しています。世界各
地のAMD従業員が、可能性の限界に挑戦する優れた製品の開発に日々取
り組んでいます。AMDが今日をどのようにして可能にしているのか、刺
激的な未来を実現する詳細な方法について、amd.com/EPYC をご覧くだ
さい。

すべてのパフォーマンスおよびコスト削減効果の主張は、The Media Teamが提供するものであり、AMDが独自に検証したものではありません。パフォーマンスとコスト削減効果は、さま
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